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世
代
交
代
の
時
を
迎
え
て

―
惜

別

の

辞
―

サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会

サ
ナ
モ
ア
中
央
診
療
所

医
学
博
士

宇
都
宮
　
光
明

三
十
有
余
を

振
り
返
っ
て
思
う
こ
と

亡
父
、
宇
都
宮
義
真
が
昭
和
７
年

に
創
業
し
た
東
京
光
線
療
法
研
究
所

の
仕
事
を
引
き
継
い
で
か
ら
三
十
有

余
年
が
過
ぎ
、
今
年
の
五
月
二
十
日

に
満
八
十
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し

た
。
人
は
皆
、
有
限
の
寿
命
を
生
き

て
い
ま
す
の
で
、
世
代
交
代
は
必
然

で
、
私
の
場
合
、
そ
の
時
を
迎
え
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、

父
は
満
七
十
七
歳
、
数
え
七
十
八
歳

の
時
に
脳
幹
部
脳
血
栓
症
で
亡
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
私
は
既
に
父
が
亡

く
な

っ
た
年
を
越
え
ま
し
た
。

父
が
亡
く
な
る
前
か
ら
父

の
手
伝

い
を
母
か
ら
命
じ
ら
れ
、
約
２０
年
間
、

勤
務
医
と
し
て
働
い
た
慈
恵
医
大
病

院
で
の
仕
事
を
週
３
日
に
減
ら
し
、

後
の
３
日
は
東
京
光
線
療
法
研
究
所

に
出
勤
し
て
父
の
手
伝
い
を
し
ま
し

た
が
、
こ
の
生
活
は
父

の
他
界
に
よ

り

一
年
半
で
終
わ
り
ま
し
た
。
私
は

父
の
死
と
い
う
の

っ
ぴ
き
な
ら
な
い

事
態
に
向
き
合
わ
さ
れ
た
の
を
切

っ
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掛
け
に
、
父
を
頼
り
に
甘
え
て
き
た

中
途
半
端
な
生
活
は
終
わ
り
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
を
決
め
、

全
面
的
に
勤
務
医
と
し
て
の
仕
事
は

止
め
、
父
が
残
し
た
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
の
仕
事
に
専
念
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

世

代

交

代

人
は
変
わ

っ
て
も
、
サ
ナ
モ
ア
光

線
療
法
の
仕
事
は
続
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
仕
事
を
続
け
る
上

で
欠
か
せ
な
い
の
が
世
代
交
代
で
す
。

私
は
５０
代
の
終
わ
り
に
悪
性
リ

ン
パ

腫
と
診
断
さ
れ
、
光
線
療
法
を
し
な

が
ら
抗
癌
剤
に
よ
る
治
療
を
受
け
ま

し
た
。
私
に
は
実
子
が
い
ま
せ
ん
の

で
、
勤
務
医
を
し
て
い
た
兄
の
子
、

甥
の
宇
都
宮
正
範
に
、
私
の
病
状
が

悪
化
し
た
ら
、
勤
務
医
を
辞
し
て
、

正
範
か
ら
見
れ
ば
祖
父
が
心
血
を
注

い
だ
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
業
務
を

引

き

継

ぐ

よ

う

に

話

し

ま

し

た
。
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
効
能
を

信
じ
効
果
を
頼
り
に
愛
用
し
て
頂
い

て
い
る
方
に
是
が
非
で
も
カ
ー
ボ
ン

を
供
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

正
範
は
私
の
申
し
出
を
快
く
了
解
し

て
く
れ
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
仕

事
の
後
継
者
に
な
る
こ
と
を
約
束
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
私
は
そ
れ
か
ら

二
十
有
余
年
、
齢
８０
歳
を
超
え
る
ま

で
生
き
延
び
、
今
日
に
至

っ
た
の
で

す
。し

か
し
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
先
、
何
時
ま
で
認
知
症
に
な
ら

ず
に
元
気
で
い
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
を
こ
れ

か
ら
も
存
続
、
発
展
さ
せ
る
た
め
、
平

成
２７
年
末
に
世
代
交
代
を
し
て
、
東

京
光
線
療
法
研
究
所
の
代
表
者
は
宇

都
宮
正
範
に
な
り
ま
す
。

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の

一
層

の
繁
栄
を
祈
念
し
て

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
啓
蒙
普
及

活
動
を
推
し
進
め
る
に
は
若
い
力
が

必
要
で
す
。
幸
い
に
し
て
、
正
範
が

平
成
２７
年
末
に
勤
務
し
て
い
る
病
院

を
辞
し
、
東
京
光
線
療
法
研
究
所
の

代
表
者
と
し
て
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

に
関
す
る
仕
事
を
引
き
継
ぎ
専
念
し

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
私
に
賜

っ
た
ご
厚
情
に
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ

れ
か
ら
は
正
範
が
東
京
光
線
療
法
研

究
所
の
代
表
者
と
し
て
、
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
の
効
能
を
信
じ
て
愛
用
し

て
下
さ

っ
て
い
る
方
々
の
た
め
精

一

杯
努
め
ま
す
の
で
、
皆
々
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

二
十
八
年

元
旦

棚

東
京
光
線
療
法
研
究
所

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

（五
日
よ
り
営
業
し
ま
す
）
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は

じ
め

に

地
球
上
に
は
多
く
の
微
生
物
が
生

き
て
お
り
、
ヒ
ト
は
生
ま
れ
た
瞬
間

か
ら
、
こ
れ
ら
の
微
生
物
と
日
々
戦

っ

て
い
ま
す
。
時
に
、
微
生
物
に
よ
る

感
染
症
は
、
私
た
ち
の
命
を
奪
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ト
と
共
存
す

る
道
を
選
ん
だ
微
生
物
も
お
り
、
私

た
ち
は
、
病
原
性

の
低
い

一
部
の
細

菌
を
常
在
菌
と
し
て
体
内
に
住
ま
わ

せ
る
か
わ
り
に
、
病
原
性

の
高
い
細

菌
が
増
え
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

最
近
で
も
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、

エ
ボ
ラ
出
血
熱
、

マ
ー
ズ
、
デ

ン
グ
熱
等

の
流
行
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
私
た
ち
は
多
く
の
外
敵
に

囲
ま
れ
生
き
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

感
染
症
と
病
原
体

病
原
体
が
感
染
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
疾
患
の
こ
と
で
、

病
原
体
の
多
く
は
、
ウ
イ
ル
ス
、
細

菌
、
真
菌
⌒カ
ビ
）な
ど
肉
眼
で
と
ら

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
微
生
物
で
す

が
、
数
メ
ー
ト
ル
に
も
成
長
す
る
寄

生
虫
が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

感
染
症
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

三
つ
の
要
件
が
必
要
で
す
。
病
原
体

を
も

つ
ヒ
ト
や
動
物
の
唾
液
、
汚
物
、

ふ
ん
、
血
液
、
汚
染
食
品
な
ど
の
感

染
源
、
病
原
体
が
体
内
に
侵
入
し
て

新
た
に
感
染
を
引
き
起
こ
す
道
筋
で

あ
る
感
染
経
路
、
感
染

の
受
け
や
す

さ
（免
疫
力

・
抵
抗
力

の
弱
い
人
）感

受
性
宿
主
で
、
こ
の
三
つ
が
そ
ろ
い
、

初
め
て
感
染
症
と
し
て
発
病
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一異
を
返
せ
ば
、
い
ず
れ

か

一
つ
で
も
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
感
染
症
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

●
ウ
イ
ル
ス

ウ
イ
ル
ス
は
、
細
菌
の
１
／
１０
～

１
／
‐００
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

日
ら

増
殖
す
る
能
力
は
な
い
た
め
、
生
き

た
細
胞
に
侵
入
、
細
胞

の
機
能
を
利

用
し

、

ウ
イ

ル

ス
に
必
要
な
核

酸

（Ｄ
Ｎ
Ａ
、

Ｒ
Ｎ
Ａ
）と
タ

ン
パ
ク
質

を
大
量
に
合
成
し
ま
す
。

●
細
　
菌

細
菌
は
、
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
の

大
き
さ
で
す
が
、
単
独

の
生
物
で
、

ウ
イ
ル
ス
と
異
な
り
、
栄
養
源
が
あ

れ
ば
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し
自
力

で
増
殖
し
ま
す
。
ヒ
ト
細
胞
を
直
接

攻
撃
す
る
菌
、
毒
素
を
放
出
し
間
接

的
に
ヒ
ト
細
胞
を
傷
害
す
る
菌
が
あ

り
、
そ
の
形
状
か
ら
、
球
菌
、
拝
菌
、

ら
せ
ん
菌
に
分
類
さ
れ
、
酸
素

の
必

要
性
の
有
無
か
ら
、
好
気
性
菌
、
嫌

気
性
菌
、
通
性
嫌
気
性
菌
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

●
真
菌
⌒カ
ビ
）

細
菌
よ
り
大
き
く
、
顕
微
鏡
で
よ

う
や
く
見
ら
れ
る
も
の
か
ら
肉
眼
で

見
ら
れ
る
も

の
ま
で
あ
り
、
皮
膚
の

表
面
や
皮
下
組
織
等
に
定
着
し
増
殖

し
ま
す
。
増
殖
様
式
か
ら
、
糸
状
真

菌
、
酵
母
様
真
菌
、
二
形
性
真
菌
に

分
類
さ
れ
ま
す
。

●
寄
生
虫

宿
主
（ヒ
ト
、
動
物
）に
寄
生
し
て

生
き
、
卵
↓
幼
虫
↓
成
虫

↓
卵

の
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
寄
生
部
位
か

ら
、
外
部
寄
生
虫
（ダ

ニ
、

ノ
ミ
）と

内
部
寄
生
虫
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

感
染
経
路

代
表
的
な
感
染
経
路
に
は

三
つ
あ

り
ま
す
。
接
触
感
染
は
、
皮
膚
や
粘

膜

の
接
触
に
よ
る
感
染
で
、
汚
染
物

に
触
れ
た
手
指
で
、
目
、
回
、
鼻
等

に
触
れ
て
感
染
し
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
、

口
タ
ウ
イ
ル
ス
、
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
等
。
飛
沫
感
染
は
、
咳
や

く
し
ゃ
み
⌒飛
沫
）に
よ
り
放
出
さ
れ

た
病
原
体
を
直
接
吸
い
込
み
感
染
し

ま
す
が
、
飛
沫
の
到
達
範
囲
は
、
１

～
２

ｍ
以
内
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
風
疹
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
等
。
空

気
感
染
で
は
、
空
気
中
に
浮
遊
す
る

飛
沫
核
⌒飛
沫
が
乾
燥
し
た
も
の
）を

吸
い
込
み
感
染
し
ま
す
。
飛
沫
と
比

べ
、
飛
沫
核
は
軽
い
た
め
、
空
気
中

に
長
時
間
浮
遊
す
る
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
結
核
、
麻
疹
、
水
痘
等
。

感
染
症
と
光
線
療
法

感
染
症
が
成
立
す
る
三
要
件
の

一

つ
に
宿
主
の
免
疫
力
低
下
が
あ
り
ま

す
が
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
は
、

自
身
の
免
疫
力
を
増
強
す
る
作
用
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
感
染
症
対
策
と
し

て
意
義
の
あ
る
治
療
法
で
す
。
感
染

症
の
予
防
か
ら
治
療
に
至
る
ま
で
、

広
く
効
果
的
な
治
療
法
と
言
え
ま

す
。ま

た
、
近
年
、
抗
生
剤
の
乱
用
に

よ
る
薬
剤
耐
性
菌
の
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
人
類
存
亡
の
危
機
と
ま
で

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
身
の
免
疫

力
に
着
目
し
た
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

こ
そ
、
最
後
の
切
り
札
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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ツシ彩乃衡ンリ
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□

買

□

目

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年

一
月
か
ら
、
（株
）東
京
光
線

療
法
研
究
所
で
は
、
宇
都
宮
光
明
の

代
表
退
任
に
と
も
な
い
、
宇
都
宮
正

範
が
新
代
表
に
就
任
致
し
ま
す
。
弊

社
は
、
昭
和
七
年

の
創
業
以
来
、
光

線
療
法

一
筋
で
運
営
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
多
く
の

ご
愛
用
者
様

の
支
え
が
あ

っ
た
か
ら

こ
そ
と
、
こ
の
誌
面
を
借
り
て
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

一
人
で
も
多
く
の
方

の
健
康

の
た
め
、　
一
丸
と
な

っ
て
努

力
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
二
十

一
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養

成

講

座

の

お

知

ら

せ

本
年
度
も
、
昨
年
と
同
様
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
治
療
師
養
成
講
座
を
六
月

に
開
講
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
光

線
治
療
院
の
開
業
を
ご
検
討
さ
れ
て

い
る
方
や
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
に
つ

い
て
勉
強
し
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院
（〇
三
―
五

七

五
九
―

三
七

一
〇
）ま

で
ご
連
絡

下
さ
い
。

な
お
、
日
程
等

の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一“一一一一一一
一́

代
表
退
一任
．記
念
・

行
事
を
を
行

去
る
り
月
５
日
、
宇
都
宮
光
明
代

表
取
締
役
退
任
記
念
行
事
を
、
二
子

玉
川

エ
ク
セ
ル
東
急
ホ
テ
ル
に
て
、宇都宮光明ご夫妻を囲んで

挙
行
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
長
年

光
線
療
法

に
携
わ
ら
れ
て
い
る
多
く

の
方
々
に
ご
臨
席
賜
り
、
宇
都
宮
光

明
代
表

の
約
四
十
年
に
わ
た
る
活
動

の
軌
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
楽
し

い
歓
談

の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
四
月
二
十
三
日
⌒土
）

午
後

二
時
三
〇
分

場
　
所

¨
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

三
階
会
議
室

中 募 集 器

当協会 の起 貴 に賛月 され 、

サナモ ア光線療 法 の普 及 に

ご協 力項 ける方 、治療 院 の

開 業 を検 吉すなさ りた い方 は 、

お問 い合 わせ くだ さい

サナモア光線拾療院
T153-0063
東 京 都 目 黒 区 日黒 1-23-11
TEL (03)5759ロ ー 3710
FAX (03)5759--3720
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健

康

づ

く

り

は

療

術

で

―
光
線
療
法
の
効
能
効
果
―

（財
）全
国
療
術
研
究
財
団

光
線
部
会

宇
都
宮
　
光
明

と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と

カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

と
排
泄
の
体
外
バ
ラ
ン
ス
と
細
胞
内

カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
を
細
胞
外
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
の

一
万
分
の

一
に
保

つ
体
内

バ
ラ
ン
ス
の
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
を
保
持

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
状
態
で
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
量
が
減
り
排
泄
量
が
増
え

て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
血
中
濃
度
が
低

下

す
る
た
め
、
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
パ

ラ
ソ
ル
モ
ン
が
骨
吸
収
を
促
し
て
カ
ル

シ
ウ
ム
を
血
中
に
溶
出
す
る
が
、

過

度
に
溶
出
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
は
血
中
か

ら
細
胞
内
に
移
行
し
て
細
胞
内
カ
ル

シ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇
し
、
体
内
バ
ラ

ン
ス
を
保
て
な
く
な
る
。
こ
の
状
態
を

カ
ル
シ
ウ
ム
バ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
呼
ぶ
が
、

骨
粗
霧
症
は
進
行
増
悪
し
て
、
生
活

習
慣
病
全
般
の
危
険
因
子
に
な
る

）^

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と

細
胞
分
化
誘
導
作
用

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受
容

体
を
介
し
て
細
胞
分
化
を
誘
導
す
る
。

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受
容
体
は
全
身
の
細
胞

に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
調
節
し
て
、
生
命
活
動
全

般
を
司

っ
て
い
る
。
１
９
７
９
年
、

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受
容
体
が
悪
性
腫
瘍
細

胞

の
乳
癌
細
胞
に
も
存
在
す
る

こ
と

が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
多
く
の
悪
性

腫
瘍
細
胞
で
も
存
在
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
悪
性
腫
瘍
細
胞
の
増
殖
抑
制
、

正
常
細
胞

へ
の
分
化
を
誘
導
す
る
作

用
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
な
お
１
９

８
１
年
、
阿
部
ら
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が

マ
ウ
ス
骨
髄
性
白
血
病
細
胞

の
増
殖

を
抑
制
し
、

マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ

ヘ
の

分
化
を
促
す
こ
と
を
世
界
で
初
め
て

報
告
し
た
。

生
活
習
慣
病
対
策
と
日
光
浴

厚
生
省
は
平
成
８
年
に
食
事

。
運

一動

・
喫
煙

・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣

を
改
め
る
生
活
習
慣
病
対
策
を
提
唱

し
、
検
診
に
よ
る
早
期
発
見

。
早
期

治
療
を
中
心
に
予
防
対
策
を
進
め
た
。

こ
の
生
活
習
慣
病
対
策
で
演
者
が
付

け
加
え
て
重
要
性
を
指
摘
し
た
い
の

は
、
生
活
習
慣
に
日
光
浴

（光
線
浴
）

を
取
り
入
れ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
症

を
防
ぎ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク

ス
を
予
防
す
る
こ
と
で
あ
る
。

カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
が
生

体
に
及
ぼ
す
影
響
を
述
べ
る
と
、
循

環
器
系
で
は
動
脈
の
平
滑
筋
細
胞
内

の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇
し
て
動

脈
が
収
縮
し
て
高
血
圧
に
な
り
、
動

脈
壁
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
沈
着
し
て
動

脈
硬
化
を
促
す
な
ど
、
心
臓
病
、
脳

血
管
疾
患
の
危
険
因
子
に
な
る
。
ま

た
糖
代
謝
で
は
膵
臓
の
β
細
胞
の
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
阻
害
し
て
糖
尿

病
を
悪
化
さ
せ
る
。
他
に
も
カ
ル
シ

ウ
ム
は
神
経
系
、
内
分
泌
系
、
免
疫

系
の
情
報
伝
達
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
カ
ル
シ

ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
を
起
こ
す
と
情

報
伝
達
が
阻
害
さ
れ
、
様
々
な
疾
患

に
罹
り
易
く
な
る
。

（
五
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

ビ

タ

ミ

ン

Ｄ

の

二

大

作

用

太
陽
光
線
の
作
用
の
中
で
最
も
重

要
な
作
用
の

一
つ
は
、
紫
外
線
が
健

康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

を
生
成
し
て
、
く
る
病
を
予
防
す
る

こ
と
で
あ
る
。
く
る
病
は
文
明
が
進

化
し
大
量
の
石
炭
や
石
油
を
消
費
す

る
時
代
を
迎
え
た
結
果
生
じ
た
大
気

汚
染
物
質
が
透
過
力
の
弱
い
紫
外
線

を
遮

っ
た
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生

成
が
不
十
分
に
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
吸
収
で
き
な
く
な

っ
て
発
症
し
た

疾
患
で
あ
る
が
、
こ
の
発
見
が
切

っ

掛
け
に
な

っ
て
、
紫
外
線
が
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
生
成
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝

を
調
節
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
危
険

因
子
の
カ
ル
シ
ウ
ム
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス

を
予
防
す
る
効
果
が
立
証
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ

ウ
ム
代
謝
を
調
節
す
る
効
果
で
発
見

さ
れ
た
た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
調

節
ホ
ル
モ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

た
が
、
そ
の
後
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
細

胞
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
受
容
体
を
介
し
て

細
胞
分
化
を
誘
導
す
る
作
用
を
併
せ

持

つ
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
に
二
つ
の
重
要
な
作
用
が
あ
る
こ

働全国療術研究財団
光 線 部 会

宇都宮光明



(5)平成28年 1月 1日 健康と光線

（
四
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

高
齢
者
と

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
欠
乏
症

高
齢
者
は
紫
外
線
に
よ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
生
成
能
は
低
下
す
る
た
め
、
高

齢
者
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
５
割

以
上
に
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
欠
乏
状
態
を
認

め
る
。
そ
の
た
め
カ
ル
シ
ウ
ム
が
吸

収
さ
れ
ず
、
不
足
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム

を
補
う
た
め
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が

働
い
て
骨
吸
収
を
促
し
、
骨
粗
霧
症

が
進
行
す
る
。
ま
た
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
反

応
性
ミ
オ
パ
チ
ー
を
起
こ
し
、
筋
肉

は
破
壊
さ
れ
て
筋
質
量
が
減
り
、
筋

力
が
低
下
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化

を
年
の
せ
い
に
し
な
い
で
少
し
で
も

軽
減
す
る
た
め
、
高
齢
者
ほ
ど
積
極

的
に
日
光
浴
を
す
べ
き
な
の
だ
が
、

近
年
、
美
自
に
こ
だ
わ
り
、
シ
ワ
、

シ
ミ
を
怖
が

っ
て
、
意
図
的
に
日
焼

け
を
避
け
る
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

紫
外
線
被
爆
量
と癌
予
防
効
果

日
照
と
癌

の
関
係
に
関
す
る
研
究

は
、
ガ
ー
ラ

ン
ド
博
士
ら
が
地
理
病

理
学
的
に
乳
癌
と
大
腸
癌
の
発
症
率
、

死
亡
率
が
日
照
の
多
い
地
域
で
低
く

少
な
い
地
域
で
高
い
こ
と
に
着
目
し
、

こ
の
違
い
は
紫
外
線
被
爆
量
の
多
寡

に
よ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
生
成

の
違
い
に

起
因
す
る

こ
と
を
１
９
８
０
年
に
報

告
し
た
の
を
嗜
矢
と
す
る
。
そ
の
後
、

２
０
０
２
年
に
グ
ラ
ン
ト
博
士
は
、

乳
癌
、
大
腸
癌
、
卵
巣
癌
、
前
立
腺

癌
、
悪
性
リ

ン
パ
腫
、
膀
洸
癌
、
食

道
癌
、
腎
臓
癌
、
肺
癌
、
膵
臓
癌
、

直
腸
癌
、
胃
癌
、
子
宮
癌

の
十

三
の

癌
で
、
食
事
や
煙
草
な
ど
癌
に
関
わ

る
既
知

の
要
因
で
補
正
し
て
も
、
紫

外
線
被
爆
量
の
多
寡
と
癌
の
発
症
率
、

死
亡
率
の
間
に
明
ら
か
な
関
係
が
あ

る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
１
９
８

２
年
に
シ

ョ
ウ
博
士
ら
が
皮
膚
癌
の

一
種
の
悪
性
黒
色
腫
に
つ
い
て
、
日

光
を
浴
び
な
い
屋
内
労
働
者
に
多
く

発
症
し
、
屋
外
労
働
者

の
二
倍
に
な

る
と
報
告
し
た
。

慢
性
痛
症

・
複
合
性

局
所
疼
痛
症
候
群

痛
み
に
は
急
性
痛
と
慢
性
痛
が
あ

り
、
急
性
痛
は
侵
害
刺
激
が
大
脳
皮

質
感
覚
野
に
伝
え
ら
れ
て
痛
み
と
し

て
知
覚
す
る
た
め
、
病
変
を
知
ら
せ

る
警
告
信
号
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
慢
性
痛
に
は
急
性
痛
の
組
織
傷

害
が
治
癒
せ
ず
に
長
引
い
て
い
る
痛

み
と
、
組
織
傷
害
は
治
癒
し
て
い
る

た
め
警
告
信
号
と
し
て
の
意
義
は
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
長
期
に
わ
た
り
激

し
い
苦
痛
を
強
い
る
難
治
な
痛
み
が

あ
る
。
こ
の
組
織
傷
害
に
は
結
び
付

か
な
い
慢
性
痛
を
慢
性
痛
症
と
呼
ぶ

が
、
慢
性
痛
症
に

つ
い
て
１
９
８
６

年
に
国
際
疼
痛
学
会
の
分
類
用
語
委

員
会
は
痛
み
の
症
状
の
み
に
着
目
し

て
、

複

合
性

局
所
疼
痛
症
候

群

・

Ｏ
ｏ
ヨ
一
Φ
ｘ
　

Φヽ
９
ｏ
う
」

０
２
つ
　
∽く
う
Ｑ
ｏヽ

Ｂ
Φ
・　
〇
刀
調

と
呼

ぶ

こ
と
を
提

唱

し
、
神
経
損
傷
が
な
い
交
感
神
経
依

存
性
疼
痛
を
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ

Ｔ

ｙ
ｐ
ｅ

Ｉ
、
神
経
損
傷
と
関
連
す
る
神
経
障

害
性
疼
痛
を
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ

Ｔ

ｙ
ｐ
ｅ

Ⅱ
と
す
る
と
定
義
し
た
。

神
経
損
傷
が
な
い
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ

Ｔ

ｙ
ｐ
ｅ
Ｉ
の
病
態
を
説
明
す
る
説
に

痛
み
の
悪
循
環
説
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
患
部
の
交
感
神
経
が
異
常
に
興
奮

し
て
血
流
を
阻
害
し
、
酸
素
や
栄
養

の
供
給
が
滞
る
た
め
、
組
織
傷
害
を

起
こ
し
て
発
痛
物
質
を
分
泌
、
遊
離

す
る

の
が
痛
み
の
原
因
で
、
そ

の
た

め
痛
み
は
慢
性
化
し
難
治
と
な
る
、

交
感
神
経
依
存
性

の
痛
み
の
悪
循
環

が
成
立
す
る
と
し
た
。

神
経
損
傷
と
関
連
す
る
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ

Ｔ

ｙ
ｐ
ｅ
Ⅱ
は
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛

の
よ
う
に
、
神
経
の
変
性
、
可
塑

的
な
歪
み
に
よ
り
、
神
経
が
自
発
的

に
興
奮
し
て
起
こ
る
神
経
障
害
性
疼

痛
で
あ
る
。
な
お
痛
み
の
増
幅
に
は

中
枢
神
経
系

の
侵
害
受
容

ニ
ュ
ー

ロ

ン
が
過
敏
化
す
る
中
枢
性
感
作
が
関

係
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
慢
性
痛
症
は
組
織
傷
害

に
よ
る
痛
み
で
な
い
た
め
、
有
効
な

治
療
薬
は
な
い
。
そ
の
た
め
痛
み
が

固
定
し
完
成
す
る
と
治
療
は
困
難
を

極
め
、
長
期
に
わ
た
り
耐
え
難
い
痛

み
で
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
慢

性
痛
症

の
痛
み
か
ら
逃
れ
る
た
め
、

最
初
は

一
時
的
で
も
痛
み
を
緩
和
し

除
く
努
力
を
怠
ら
ず
に
、
体
に
備
わ

っ

た
自
己
治
癒
力
を
効
果
的
に
引
き
出

し
、
徐
々
に
改
善
す
る
よ
う
に
努
め

る
し
か
な
い
。

慢
性
痛
症
と
自
己
治
癒
力

慢
性
痛
症
は
難
治
で
あ
る
が
、
慢

性
痛
症
の
治
療
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、

痛
み
の
悪
循
環
を
解
消
し
て
症
状
が

持
続
的
に
消
失
す
る
よ
う
に
導
き
、

Ａ
Ｄ
Ｌ

（日
常
生
活
動
作
）
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
治
癒
に
至
る
過
程
で
大
き
く
関

係
す
る
の
が
自
己
治
癒
力
で
あ
り
、

自
己
治
癒
力
を
向
上
さ
せ
る
の
は
血

流
に
よ

っ
て
運
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
。
光
線
療
法
を
応
用
す
る
こ

と
で
、
光
線
の
深
部
温
熱
作
用
で
患

部
の
血
流
を
改
善
し
、
筋
緊
張
を
緩

和
し
、
発
痛
物
質
を
排
除
す
る
な
ど

自
己
治
癒
力
を
高
め
る
作
用
が
あ
り
、

即
効
性
の
あ
る
除
痛
、
鎮
痛
効
果
が

期
待
で
き
る
。
そ
の
上
で
、
光
線
療

法
を
継
続
、
反
復
し
て
繰
り
返
し
除

痛
、
鎮
痛
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
交

感
神
経
が
異
常
に
興
奮
す
る
状
態
を

鎮
め
、
痛
み
の
中
枢
性
感
作
か
ら
の

離
脱
で
き
る
の
で
あ
る
。
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□
□
回
□
□

長
年
の
冷
え
性
が
サ
ナ
モ
ア
で
改
善

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
八
―
三
三
二
―
一二
五
八

Ｂ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
、
下
腹
部
２０
分
照

射
し
、
翌
日
か
ら
自
宅
で
毎
日
照
射

す
る
よ
う
指
示
。
な
お
、
時
間
的
な

余
裕
が
な
い
場
合
で
も
、
足
裏
と
下

腹
部
に
２０
分
～
３０
分
程
度
の
照
射
を

欠
か
さ
な
い
よ
う
指
導
し
た
。
開
始

し
て
数
日
は
、
何
と
な
く
気
持
ち
の

い
い
程
度
で
あ

っ
た
が
、
次
第
に
腰

の
冷
え
は
和
ら
ぎ
、　
一
週
間
で
腰
に

カ
イ
ロ
を
当
て
な
く
て
も
眠
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。　
一
か
月
後
に
は
、
こ

れ
ま
で
常
に
感
じ
て
い
た
手
足
の
冷

え
は
、
ほ
と
ん
ど
認
め
な
く
な
り
、

便
通
も
改
善
。
ま
た
、
毎
年
、
必
ず

ひ
い
て
い
た
風
邪
に
も
か
か
ら
ず
、

四
か
月
が
経
過
し
た
頃
に
は
、
全
身

に
温
か
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

就
寝
後
す
ぐ
に
認
め
た
尿
意
も
朝
ま

で
感
じ
な
く
な

っ
た
。
な
お
、
長
年

気
に
な

っ
て
い
た
指
先
の
シ
ワ
も
目

立
た
な
く
な
り
、
身
体
全
体
が
軽
く

な

っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

症
例
　
５４
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
若
い
頃
か
ら
、
月
経
不
順
で
、

の
ぼ
せ
や
す
く
、
手
足
の
冷
え
が
強

か

っ
た
が
、
年
齢
と
と
も
に
手
足
の

冷
え
ば
か
り
で
な
く
、
腰
の
冷
え
も

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
最
近
で
は
、

足
と
腰
に
カ
イ

ロ
を
使
わ
な
い
と
眠

れ
な
く
な

っ
て
い
た
。
患
者
は
、
七

年
前
に
坐
骨
神
経
痛

の
た
め
サ
ナ
モ

ア
を
購
入
し
て
、
六
週
間
治
療
し
治

っ

た
経
験
を
も

つ
も

の
の
、
そ
の
後
は

ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
か

っ
た
と

の
こ
と
。
サ
ナ
モ
ア
を
使
用
し
て
い

る
知
人
か
ら
、
長
年
の
冷
え
性
を
サ

ナ
モ
ア
で
治
し
た
話
を
聞
い
た
た
め
、

治
療
法
の
指
導
を
希
望
し
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ

ン
で
、
足
裏

２０
分
、
足
背
、
膝
、
ふ

く
ら
は
ぎ
、
腰
部
、
背
部
を
各
１０
分
、

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
帯
状
疱
疹
後
遺
症

に
よ
る
痛
み
が
軽
減

福
岡
県
春
日
市
　
六円
美
健
康
光
線
療
研

山
崎

　
い
く
子

籠
笙
削
ヨ

氏
報
告

Ｔ
巨
Ｌ

Ｏ
九
二
‘
藁
歓
二
―

一
“
〓
軌

７０
歳
　
女
性

十
数
年
来
の
サ
ナ
モ
ア
愛
用

症 症
状  例

者
。
腰
部
周
辺
に
で
き
た
帯
状
疱
疹

の
後
遺
症

の
た
め
、
ピ
リ
ピ
リ
と
し

は
つ
ら
つ
一さ
一ん
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
カ‐‐ト
ボ
ン

サ
ナ
モ
ア
は
カ
ー
ボ
ン
の
志
剤

を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
で
最
も

効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む

光
線
を
放
射
す
る
よ
う
に
、
正
面

か
ら
カ
ー
ボ
ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面

発
光
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
手
動
式
の
サ
ナ
モ
ア
７
号

器

ｏ
８
号
器
で
は
照
射
時
間
が
十

分
強
で
切
れ
、
長
時
間
の
照
射
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
点
を
改
良
し
た
の
が
全

自
動
光
線
治
療
器
は
つ
ら
つ
さ
ん

で
、
照
射
時
間
は
５
分
刻
み
で
６０

分
ま
で
設
定
で
き
、
カ
ー
ボ
ン
の

消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ

ョ
イ
ン
ト
で

き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
つ
な

い
で
お
け
ば
、
自
動
的
に
カ
ー
ボ

ン
を
送
り
安
定
し
た
光
線
を
放
射

し
ま
す
。

な
お
、
は
つ
ら
つ
さ
ん
ご
使
用
の

際
に
は
、
安
全
性
を
保
ち
、
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト

カ
ー
ボ
ン
以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用

上
の
注
意
は
、
「は
つ
ら
つ
さ
ん
取

扱
説
明
書
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

た
神
経
痛
様
の
痛
み
が
残
存
し
、
悩

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
照
射
方
法
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ

ン
に
て
患
部
で
あ
る
腰
部
を
長
時
間

照
射
す
る
よ
う
指
示
。
数
週
間
後
、

皮
膚
の
状
態
は
良
く
な

っ
た
が
、
神

経
痛
様
の
痛
み
を
ま
だ
認
め
る
と
の

報
告
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
Ｂ
Ｃ
カ
ー

ボ

ン
で
治
療
を
継
続
し
て
よ
い
か
と

質
問
さ
れ
た
の
で
、
と
に
か
く
Ｂ
Ｃ

カ
ー
ボ
ン
で
痛
み
が
和
ら
ぐ
ま
で
続

け
る
よ
う
話
し
、
足
裏

へ
の
照
射
を

追
加
指
示
し
た
。
そ
の
三
か
月
後
に
、

痛
み
は
す

っ
か
り
よ
く
な
り
、
全
快

し
た
と
の
喜
び
の
報
告
が
あ
り
、
サ

ナ
モ
ア
が

一
番
と
話
さ
れ
て
い
た
た

め
、
し
ば
ら
く
サ
ナ
モ
ア
を
継
続
す

る
よ
う
指
導
し
た
。
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□
□
回
団
ヨ

肋
間
神
経
痛
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
治
療
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
〓
一氏
報
告

丁
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

し
て
、
上
方
よ
り
石
胸
、
左
腰
部
、

有
膝
側
面
を
１５
分
照
射
。
さ
ら
に
、

上
方
よ
り
左
胸
、
有
腰
部
、
左
膝
側

面
を
１５
分
照
射
し
た
。
当
院
で
の
治

療
は
連
日
行
い
、
途
中
か
ら
光
線
治

療
器
を
購
入
、
自
宅
治
療
も
併
用
し

た
と
こ
ろ
、
痛
み
は
徐
々
に
軽
減
。

五
か
月
が
経
過
し
た
頃
、
痛
み
は
ほ

と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い
程
度
に
ま
で

改
善
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
家
族
の

健
康
維
持
に
も
サ
ナ
モ
ア
を
使
用
し

た
い
と
話
さ
れ
大
変
喜
ば
れ
て
い

る
。

症
例
　
７８
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
以
前
か
ら
、
ゲ

ッ
プ
が
で
た

タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
、
左
胸
に
痛
み
が

は
じ
る
こ
と
が
あ

っ
た
た
め
病
院
を

受
診
。
心
臓
の
病
気
を
疑
い
精
査
を

施
行
し
た
が
、
心
臓
疾
患
は
否
定
さ

れ
、
知
人
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
な
ら
サ
ナ
モ
ア
を
試
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
平
成
２７
年

２
月
に
当
院
受
診
。
病
院
で
の
検
査

で
問
題
は
な
か

っ
た
よ
う
な
の
で
、

経
過
か
ら
肋
間
神
経
痛
が
疑
わ
れ
る

旨
を
説
明
し
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

で
の
治
療
を
開
始
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
四
台
の
治
療

器
で
、
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
を
使
用
。
最

初
、
側
臥
位
に
て
、
背
部
、
胸
部
、

腹
部
、
足
裏
を
１５
分
、
次
に
顔
、
腰

部
、
足
裏
を
１５
分
照
射
。
仰
臥
位
と

□
□
回
□
□

サ
ナ
モ
ア
で
軽
度
腎
機
能
障
害
が
改
善
し
た

目
黒
区
　
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
院

山
下
　
サ
チ
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
五
七
五
九
―
三
七
一〇

症
例
　
８０
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
以
前
か
ら
、
高
血
圧
に
て
通

院
加
療
し
て
い
た
が
、
血
液
検
査
に

て
、
血
清
ク
レ
ア
チ

エ
ン
値
上
昇
、

腎
機
能

（糸
球
体
濾
過
率
）低

下
を
指

摘
。
医
師
か
ら
、
腎
機
能
の
改
善
は

望
め
な
い
と
の
説
明
を
受
け
、
食
事

指
導
を
受
け
帰
宅
し
た
が
、
知
人
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ナ
モ
ア
光
線

療
法
を
勧
め
ら
れ
来
院
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
、
四
台
の
治

療
器
を
使
用
。
側
臥
位
に
て
、
腹
部

（Ｂ
Ｄ
）、
腰
背
部
⌒Ｂ
Ｄ
）、
膝
（Ａ
Ｂ
）、

足
裏
（Ａ
Ｂ
）を
４５
分
照
射
。
二
回
の

検査項目 9/26

尿 素 窒 素 (mg/dl)

クレアチニン(mg/dl) 111

糸 球 体 濾 過 率 36.4 44.7

糸球体濾過率 =腎機能

治
療
後
に
行

っ
た
血
液
検
査
（８
／

２９
）で
、
腎
機
能
の
改
善
傾
向
を
認

め
た
た
め
、
後
頚
部
に
治
療
器
を
追

加
し
五
台
に
て
照
射
。　
一
か
月
後
の

血
液
検
査
⌒９
／
２６
）で
は
、
さ
ら
な

る
改
善
を
認
め
た
。
そ
の
後
、
自
転

車
で
転
倒
し
、
鎖
骨
と
肋
骨
を
骨
折

し
た
た
め
、
合
わ
せ
て
光
線
療
法
を

行

っ
た
が
、
腕
も
上
が
る
よ
う
に
な
っ

た
と
こ
ち
ら
の
経
過
も
良
好
で
、
大

変
満
足
さ
れ
て
い
る
。

(表)血液検査による経過

|サ|ナ|モ|ア|力|■|ボ:ン|の |

類似品にご1注意1下 さい

≦:鷹言ξ:鷺:舅諸肇宰ξ詩|||=ヤ
■|な|お力:■|ボン,に|つtヽて,疑1問0点があり,ま|した|ら,お1問tヽ合

,,1,111:|111:IInl葉景1尭1績違長・Jli島|
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一サ
ナ
一モ
一ア
光
線
協
会

一年
会
費
徴
収
終
了
の
お
知
ら
せ

日
頃
よ
り
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

を
ご
愛
用
頂
く
と
と
も
に
、
サ
ナ
モ

ア
光
線

協
会

の
趣
意

に

ご
賛

同

頂

き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
こ
れ
ま
で
当
協
会
で
は
、

サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法

の
啓
蒙
、
普
及

の
た
め
季
刊
誌

「
健
康
と
光
線
」
を

年
四
回
発
行
し
、
そ
の
運
営
費
用
と

し
て
、
年
会
費

５
０
０
円
を
徴
収
さ

せ
て
頂
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
成

２８
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
の

年
会
費
徴
収
を
終
了
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

無
論
サ
ナ
モ
ア
光
線
協
会
は
存
続

し
、
光
線
療
法

の
さ
ら
な
る
普
及
に

努
め
る
こ
と
に
変
わ
り

ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
現
状
の
協
会
員
に
限
定
し
た

形
で
は
な
く
、
非
協
会
員
の
方
や
サ

ナ
モ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
も

季
刊
誌
を
送
付
し
、
広
く
サ
ナ
モ
ア

光
線
療
法
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
、
こ
の
よ
う
に
決

め
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
弊
社
内
サ
ナ
モ
ア
光
線
協

一

´ ↑
俳
静
赫
一
一
一
一
一
『
「
一
¨

・ 一
一

一
内
容

一
地
域

一
時
間

一
料
金

出
張
保
守
点
検
サ
ー
ビ
ス

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
の
保
守
点
検
全
般

東
京
２３
区
、
川
崎
市

弊
社
営
業
日
、
営
業
時
間
内

修
理
に
か
か

っ
た
費
用
の
他
、
出
張
代
金
と
し
て
、　
一
万
円
（税

込
）を
頂
戴
致
し
ま
す
。

な
お
、
そ
の
場
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合
に
は
、
弊
社
に
持
ち
帰

ら
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（株
）東
京
光
線
療
法
研
究
所

平
成
28
年
2
月
1

日
よ
り

聾

…

可耳 瓦埋婁 【∴
朧 線 n_.__¬
皆様か らの体験記を募集 i

して お ります。 なお掲 載 させ て頂 いた方 に は、 薄謝

を贈呈致 します。

サ ナ モ ア体 験 記 の投 稿 につ いて 、 メ ールで の募 集

も開始 いた しま した。 下記 の ア ドレス まで 、 お気軽

に ご投稿 をお願 い申 しあげます。

メールアドレス :sanamore@hr.catv.ne.jp
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